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(57)【要約】
【課題】本発明はレール安定性測定装置を開示した。　
　
【解決手段】
測定ベースを含み、前記測定ベースの中には動力チャン
バが設置され、本発明は構成が簡単であり、操作しやす
く、メンテナンスが便利であり、また当該設備は複数個
の位置のレールの固定ボルトを測定でき、また緩んだボ
ルトを自動的に締めることができ、レールの固定ボルト
のトルクに対して設定された標準により測定でき、締め
る効果が安定しており、また測定効率を上げ、作業員の
作業環境を改善し、レールのメンテナンスのコストを下
げ、そのため、当該設備は高い使用価値と普及する価値
を有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
正面視で、測定ベースを含み、前記測定ベースの中には動力チャンバが設置され、前記動
力チャンバには当該設備を駆動して走行させることができる走行装置が設置され、更に当
該設備の作業範囲を広げることができ、前記動力チャンバの上下内壁の中には矩形配列の
五つの伝動チャンバが対称的に設置され、前記伝動チャンバの後壁の中には締めチャンバ
が上下対称的に設置され、前記締めチャンバの中にはレールを固定しているボルトを締め
ることができる締め装置が設置され、更に鉄道のレールに対して安定作業を行うことがで
き、前記伝動チャンバの前壁の中には左右対称の転向チャンバが設置され、前記転向チャ
ンバの頂壁の中には測定チャンバが設置され、前記測定チャンバの中にはレールの固定効
果を測定できる判定装置が設置され、更に一つのボルトが安定効果に達していない時、レ
ール全体の安定性に影響することを避け、前記動力チャンバの中には当該設備を駆動して
持続的に作動させることができる動力システムが設置され、前記動力チャンバの中には動
力の伝送を切り換えることができる切換機構が設置され、更に当該設備の作動状態を切り
換えることができることを特徴とするレール安定性測定装置。
【請求項２】
前記動力システムは前記動力チャンバの底壁の中に設置された原動機を含み、前記動力チ
ャンバの中に動力軸が設置され、前記動力軸の底端が前記原動機と動力が伝達できるよう
に連結され、前記動力軸の外壁にはスプライン軸がスライドできるように設置され、前記
スプライン軸と前記動力軸との間はスプラインにより連結され、
前記スプライン軸の外壁には主動ギヤが設置され、一番右側の前記伝動チャンバの中には
伝動軸が設置され、前記伝動軸の外壁には前記動力チャンバの中に位置しており、且つ前
記主動ギヤと噛み合うことができる伝動ギヤが設置され、更に前記伝動軸を連動させて回
転させることができ、前記伝動ギヤの上下両端には前記伝動チャンバの中に位置している
伝動ベベルギヤが対称的に設置されたことを特徴とする請求項１に記載のレール安定性測
定装置。
【請求項３】
前記原動機は電動機又は油圧モータであり、前記動力軸を駆動して回転させることができ
ることを特徴とする請求項２に記載のレール安定性測定装置。
【請求項４】
前記走行装置は前記動力チャンバの中に左右対称的に設置された走行軸を含み、前記走行
軸の上下両端には設備の外部に設置された走行輪が対称的に設置され、更に当該設備を連
動させてレールに沿って走行させることができ、前記走行軸の外壁には前記走行軸の中に
位置している従動プーリが設置され、前記動力チャンバの中には左右対称の回転軸が設置
され、前記回転軸には主動プーリが設置され、前記主動プーリと前記従動プーリとの間に
は走行ベルトが伝動できるように設置され、更に前記走行軸を連動させて回転させること
ができ、前記回転軸の底端には前記主動ギヤと噛み合っている従動ギヤが設置され、更に
前記回転軸を連動させて回転させることができ、右側の前記従動ギヤと前記主動ギヤとの
間には伝送ギヤが伝動できるように設置され、前記伝送ギヤが前記伝動軸の外壁に設置さ
れたことを特徴とする請求項１に記載のレール安定性測定装置。
【請求項５】
前記締め装置は前記伝動チャンバの中に設置された動力分配軸を含み、前記動力分配軸の
外壁には前記伝動ベベルギヤと噛み合っている伝送ベベルギヤが設置され、更に前記動力
分配軸を連動させて回転させることができ、前記動力分配軸の外壁には前記伝動チャンバ
の中に位置している主動ベベルギヤが設置され、前記伝動チャンバの中には主動軸が設置
され、前記主動軸の前端には前記主動ベベルギヤと噛み合っている従動ベベルギヤが設置
され、更に前記主動軸を連動させて回転させることができ、前記主動軸の外壁には主動ス
プロケットが設置され、前記締めチャンバの中には従動軸が設置され、前記従動軸の外壁
には前記伝動チャンバの中に位置しているトルクスプロケットが設置され、前記トルクス
プロケットと前記主動スプロケットとの間にはチェーンが伝動できるように設置され、更
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に前記従動軸を連動させて回転させることができ、前記従動軸の前端には前記転向チャン
バの中に位置している片方向ベベルギヤが設置され、前記判定装置を連動させて回転させ
ることができ、前記締めチャンバの中にはスライドできる締め軸が設置され、前記締め軸
と前記従動軸との間はスプラインにより連結され、前記締め軸の後端には設備の外部に位
置している締めスリーブが設置され、更にレールのボルトを締める作業を行うことができ
、前記締め装置の中には前記締め軸を制御してスライドさせる電磁機構が設置されたこと
を特徴とする請求項１に記載のレール安定性測定装置。
【請求項６】
前記電磁機構は前記締めチャンバの中に設置された電磁溝を含み、前記締め軸の外壁には
スライド板が回転できるように設置され、更に前記締め軸を連動させて前後へスライドさ
せることができ、前記電磁溝の中には前記スライド板と固定的に連結された永久磁石がス
ライドできるように設置され、前記電磁溝の後壁の中には前記永久磁石を駆動して前後へ
スライドさせることができる電磁石が設置され、更に前記永久磁石により前記スライド板
を連動させて前後へスライドさせることができ、前記電磁石と前記永久磁石との間には電
磁バネが弾性を持つように設置されたことを特徴とする請求項５に記載のレール安定性測
定装置。
【請求項７】
前記切換機構は前記測定チャンバの中に設置された延伸軸を含み、前記延伸軸と前記動力
分配軸との間は伝動ベルトにより動力の伝達を行い、前記動力チャンバの中にはカム軸が
設置され、前記カム軸と前記延伸軸との間は動力ベルトにより動力の伝達を行い、更に前
記カム軸を連動させて回転させることができ、前記カム軸の外壁には前記動力チャンバの
中に位置しているカムが設置され、前記スプライン軸の外壁には回転できる切換回転ブロ
ックが設置され、更に前記スプライン軸を連動させて上下へスライドさせることができ、
前記切換回転ブロックと前記動力チャンバの頂壁との間には押圧バネが弾性を持つように
設置されたことを特徴とする請求項１に記載のレール安定性測定装置。
【請求項８】
前記判定装置は前記測定チャンバの中に設置された緩速軸を含み、前記緩速軸の外壁には
前記転向チャンバの中に位置しており、且つ前記片方向ベベルギヤと噛み合うことができ
る測定ベベルギヤが設置され、更に前記緩速軸を連動させて回転させることができ、前記
緩速軸のうち前記転向チャンバから離れている一端には前記測定チャンバの中に位置して
いるリングギヤが設置され、前記測定チャンバの中には高速軸が設置され、前記高速軸の
うち前記転向チャンバに近接している一端には太陽ギヤが設置され、前記太陽ギヤと前記
リングギヤとの間には遊星ギヤが伝動できるように設置され、更に前記高速軸を連動させ
て高速で回転させることができ、前記高速軸の外壁には揺れロッドが回転できるように設
置され、前記揺れロッドのうち前記高速軸から離れている一端にはカウンタウェイトボー
ルが設置され、前記高速軸の外壁には回転できる回転ブロックが設置され、前記回転ブロ
ックの外壁には前記揺れロッドとヒンジにより連結されたコンロッドが回転できるように
設置され、更に前記回転ブロックを連動させて上下へスライドさせることができ、前記延
伸軸の外壁には前記延伸軸の回転を制限できるラチェットギヤが設置され、前記回転ブロ
ックの外壁には回転できるスライドロッドが設置され、前記スライドロッドと前記測定チ
ャンバのうち前記転向チャンバから離れている側の壁との間には復帰バネが弾性を持つよ
うに設置され、前記スライドロッドの後端には前記ラチェットギヤと接触できるラチェッ
ト歯止めが設置されたことを特徴とする請求項１に記載のレール安定性測定装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は鉄道建設分野を取り上げて、具体的にはレール安定性測定装置である。
【背景技術】
【０００２】
社会の発展につれて、各都市の経済関係が緊密になってきて、鉄道システムは都市の人の
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交流と経済の交流の主な手段の一つであり、そのため、鉄道の建設が絶えず発展していき
、レールは鉄道の重要な構成部分の一つであり、またレールの装着の安定性が列車の運転
安全と速度に直接影響し、長時間使用された後、レールの安定性はレールの固定ボルトが
緩むことにより下がる可能性があり、そのため、鉄道のボルトを定期的に検査する必要が
あり、しかし、現在のほとんどのレールの安定性の測定方式は作業員で測定することを採
用し、労働強度が大きくて作業環境が悪く、測定がかかる時間が長く、測定効率が低く、
そのため、本発明はレール安定性測定装置を設計することを目的とする。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】中国特許出願公開第１０４１７６０８７号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
技術問題：
従来の鉄道の安定性の測定方式は人で測定する作業方式を採用し、測定がかかる時間が長
く、測定効率が低く、また労働強度が大きく、作業環境が悪く、測定効果が安定していな
く、鉄道の固定ボルトの固定トルクに明確な標準がない。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
上記の問題を解決するために、本発明はレール安定性測定装置を設計し、本発明のレール
安定性測定装置は、測定ベースを含み、前記測定ベースの中には動力チャンバが設置され
、前記動力チャンバには当該設備を駆動して走行させることができる走行装置が設置され
、更に当該設備の作業範囲を広げることができ、前記動力チャンバの上下内壁の中には矩
形配列の五つの伝動チャンバが対称的に設置され、前記伝動チャンバの後壁の中には締め
チャンバが上下対称的に設置され、前記締めチャンバの中にはレールを固定しているボル
トを締めることができる締め装置が設置され、更に鉄道のレールに対して安定作業を行う
ことができ、前記伝動チャンバの前壁の中には左右対称の転向チャンバが設置され、前記
転向チャンバの頂壁の中には測定チャンバが設置され、前記測定チャンバの中にはレール
の固定効果を測定できる判定装置が設置され、更に一つのボルトが安定効果に達していな
い時、レール全体の安定性に影響することを避け、前記動力チャンバの中には当該設備を
駆動して持続的に作動させることができる動力システムが設置され、前記動力チャンバの
中には動力の伝送を切り換えることができる切換機構が設置され、更に当該設備の作動状
態を切り換えることができる。
【０００６】
好ましくは、前記動力システムは前記動力チャンバの底壁の中に設置された原動機を含み
、前記動力チャンバの中に動力軸が設置され、前記動力軸の底端が前記原動機と動力が伝
達できるように連結され、前記動力軸の外壁にはスプライン軸がスライドできるように設
置され、前記スプライン軸と前記動力軸との間はスプラインにより連結され、前記スプラ
イン軸の外壁には主動ギヤが設置され、一番右側の前記伝動チャンバの中には伝動軸が設
置され、前記伝動軸の外壁には前記動力チャンバの中に位置しており、且つ前記主動ギヤ
と噛み合うことができる伝動ギヤが設置され、更に前記伝動軸を連動させて回転させるこ
とができ、前記伝動ギヤの上下両端には前記伝動チャンバの中に位置している伝動ベベル
ギヤが対称的に設置され、更に前記動力システムが生じた動力を前記締め装置の中に伝送
できる。
【０００７】
好ましくは、前記原動機は電動機又は油圧モータであり、前記動力軸を駆動して回転させ
ることができる。
【０００８】
好ましくは、前記走行装置は前記動力チャンバの中に左右対称的に設置された走行軸を含
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み、前記走行軸の上下両端には設備の外部に設置された走行輪が対称的に設置され、更に
当該設備を連動させてレールに沿って走行させることができ、前記走行軸の外壁には前記
走行軸の中に位置している従動プーリが設置され、前記動力チャンバの中には左右対称の
回転軸が設置され、前記回転軸には主動プーリが設置され、前記主動プーリと前記従動プ
ーリとの間には走行ベルトが伝動できるように設置され、更に前記走行軸を連動させて回
転させることができ、前記回転軸の底端には前記主動ギヤと噛み合っている従動ギヤが設
置され、更に前記回転軸を連動させて回転させることができ、右側の前記従動ギヤと前記
主動ギヤとの間には伝送ギヤが伝動できるように設置され、前記伝送ギヤが前記伝動軸の
外壁に設置された。
【０００９】
好ましくは、前記締め装置は前記伝動チャンバの中に設置された動力分配軸を含み、前記
動力分配軸の外壁には前記伝動ベベルギヤと噛み合っている伝送ベベルギヤが設置され、
更に前記動力分配軸を連動させて回転させることができ、前記動力分配軸の外壁には前記
伝動チャンバの中に位置している主動ベベルギヤが設置され、前記伝動チャンバの中には
主動軸が設置され、前記主動軸の前端には前記主動ベベルギヤと噛み合っている従動ベベ
ルギヤが設置され、更に前記主動軸を連動させて回転させることができ、前記主動軸の外
壁には主動スプロケットが設置され、前記締めチャンバの中には従動軸が設置され、前記
従動軸の外壁には前記伝動チャンバの中に位置しているトルクスプロケットが設置され、
前記トルクスプロケットと前記主動スプロケットとの間にはチェーンが伝動できるように
設置され、更に前記従動軸を連動させて回転させることができ、前記従動軸の前端には前
記転向チャンバの中に位置している片方向ベベルギヤが設置され、前記判定装置を連動さ
せて回転させることができ、前記締めチャンバの中にはスライドできる締め軸が設置され
、前記締め軸と前記従動軸との間はスプラインにより連結され、前記締め軸の後端には設
備の外部に位置している締めスリーブが設置され、更にレールのボルトを締める作業を行
うことができ、前記締め装置の中には前記締め軸を制御してスライドさせる電磁機構が設
置され、更に前記締め装置の作動状態を制御する。
【００１０】
好ましくは、前記電磁機構は前記締めチャンバの中に設置された電磁溝を含み、前記締め
軸の外壁にはスライド板が回転できるように設置され、更に前記締め軸を連動させて前後
へスライドさせることができ、前記電磁溝の中には前記スライド板と固定的に連結された
永久磁石がスライドできるように設置され、前記電磁溝の後壁の中には前記永久磁石を駆
動して前後へスライドさせることができる電磁石が設置され、更に前記永久磁石により前
記スライド板を連動させて前後へスライドさせることができ、前記電磁石と前記永久磁石
との間には電磁バネが弾性を持つように設置された。
【００１１】
好ましくは、前記切換機構は前記測定チャンバの中に設置された延伸軸を含み、前記延伸
軸と前記動力分配軸との間は伝動ベルトにより動力の伝達を行い、前記動力チャンバの中
にはカム軸が設置され、前記カム軸と前記延伸軸との間は動力ベルトにより動力の伝達を
行い、更に前記カム軸を連動させて回転させることができ、前記カム軸の外壁には前記動
力チャンバの中に位置しているカムが設置され、前記スプライン軸の外壁には回転できる
切換回転ブロックが設置され、更に前記スプライン軸を連動させて上下へスライドさせる
ことができ、前記切換回転ブロックと前記動力チャンバの頂壁との間には押圧バネが弾性
を持つように設置された。
【００１２】
好ましくは、前記判定装置は前記測定チャンバの中に設置された緩速軸を含み、前記緩速
軸の外壁には前記転向チャンバの中に位置しており、且つ前記片方向ベベルギヤと噛み合
うことができる測定ベベルギヤが設置され、更に前記緩速軸を連動させて回転させること
ができ、前記緩速軸のうち前記転向チャンバから離れている一端には前記測定チャンバの
中に位置しているリングギヤが設置され、前記測定チャンバの中には高速軸が設置され、
前記高速軸のうち前記転向チャンバに近接している一端には太陽ギヤが設置され、前記太



(6) JP 2020-200745 A 2020.12.17

10

20

30

40

50

陽ギヤと前記リングギヤとの間には遊星ギヤが伝動できるように設置され、更に前記高速
軸を連動させて高速で回転させることができ、前記高速軸の外壁には揺れロッドが回転で
きるように設置され、前記揺れロッドのうち前記高速軸から離れている一端にはカウンタ
ウェイトボールが設置され、前記高速軸の外壁には回転できる回転ブロックが設置され、
前記回転ブロックの外壁には前記揺れロッドとヒンジにより連結されたコンロッドが回転
できるように設置され、更に前記回転ブロックを連動させて上下へスライドさせることが
でき、前記延伸軸の外壁には前記延伸軸の回転を制限できるラチェットギヤが設置され、
前記回転ブロックの外壁には回転できるスライドロッドが設置され、前記スライドロッド
と前記測定チャンバのうち前記転向チャンバから離れている側の壁との間には復帰バネが
弾性を持つように設置され、前記スライドロッドの後端には前記ラチェットギヤと接触で
きるラチェット歯止めが設置され、更に前記ラチェットギヤの回転を制限できる。
【発明の効果】
【００１３】
本発明の有益効果は：本発明は構成が簡単であり、操作しやすく、メンテナンスが便利で
あり、また当該設備は複数個の位置のレールの固定ボルトを測定でき、また緩んだボルト
を自動的に締めることができ、レールの固定ボルトのトルクに対して設定された標準によ
り測定でき、締める効果が安定しており、また測定効率を上げ、作業員の作業環境を改善
し、レールのメンテナンスのコストを下げ、そのため、当該設備は高い使用価値と普及す
る価値を有する。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
下記に図１～５をあわせて本発明について詳しく説明し、便利に説明するために、下記の
方向を以下のように規定する：図１は本発明装置の正面図であり、以下に述べる上下左右
前後の方向と図１の自身投影関係の上下左右前後の方向とが一致である。
【００１５】
【図１】図１は本発明のレール安定性測定装置の全体構成模式図
【図２】図２は図１の中のＡの構成模式図
【図３】図３は図１の中のＢの構成模式図
【図４】図４は図１の中のＣ―Ｃの構成模式図
【図５】図５は図１の中のＤ―Ｄの構成模式図
【発明を実施するための形態】
【００１６】
本発明はレール安定性測定装置に関し、主に新しく建てられた鉄道のレール安定性測定に
応用され、以下は本発明の付図を交えて本発明について更に説明する。
【００１７】
図１～５を参照し、本発明の実施例のレール安定性測定装置は、測定ベース１３を含み、
前記測定ベース１３の中には動力チャンバ２１が設置され、前記動力チャンバ２１には当
該設備を駆動して走行させることができる走行装置１０２が設置され、更に当該設備の作
業範囲を広げることができ、前記動力チャンバ２１の上下内壁の中には矩形配列の五つの
伝動チャンバ１６が対称的に設置され、前記伝動チャンバ１６の後壁の中には締めチャン
バ５０が上下対称的に設置され、前記締めチャンバ５０の中にはレールを固定しているボ
ルトを締めることができる締め装置１０３が設置され、更に鉄道のレールに対して安定作
業を行うことができ、前記伝動チャンバ１６の前壁の中には左右対称の転向チャンバ４３
が設置され、前記転向チャンバ４３の頂壁の中には測定チャンバ７０が設置され、前記測
定チャンバ７０の中にはレールの固定効果を測定できる判定装置１０５が設置され、更に
一つのボルトが安定効果に達していない時、レール全体の安定性に影響することを避け、
前記動力チャンバ２１の中には当該設備を駆動して持続的に作動させることができる動力
システム１０１が設置され、前記動力チャンバ２１の中には動力の伝送を切り換えること
ができる切換機構１０４が設置され、更に当該設備の作動状態を切り換えることができる
。
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【００１８】
実施例によると、以下は前記動力システム１０１について詳しく説明し、前記動力システ
ム１０１は前記動力チャンバ２１の底壁の中に設置された原動機２０を含み、前記動力チ
ャンバ２１の中に動力軸２８が設置され、前記動力軸２８の底端が前記原動機２０と動力
が伝達できるように連結され、前記動力軸２８の外壁にはスプライン軸２６がスライドで
きるように設置され、前記スプライン軸２６と前記動力軸２８との間はスプラインにより
連結され、前記スプライン軸２６の外壁には主動ギヤ２４が設置され、一番右側の前記伝
動チャンバ１６の中には伝動軸１９が設置され、前記伝動軸１９の外壁には前記動力チャ
ンバ２１の中に位置しており、且つ前記主動ギヤ２４と噛み合うことができる伝動ギヤ３
４が設置され、更に前記伝動軸１９を連動させて回転させることができ、前記伝動ギヤ３
４の上下両端には前記伝動チャンバ１６の中に位置している伝動ベベルギヤ３５が対称的
に設置され、更に前記動力システム１０１が生じた動力を前記締め装置１０３の中に伝送
できる。
【００１９】
有益的には、前記原動機２０は電動機又は油圧モータであり、前記動力軸２８を駆動して
回転させることができる。
【００２０】
実施例によると、以下は前記走行装置１０２について詳しく説明し、前記走行装置１０２
は前記動力チャンバ２１の中に左右対称的に設置された走行軸１２を含み、前記走行軸１
２の上下両端には設備の外部に設置された走行輪１１が対称的に設置され、更に当該設備
を連動させてレールに沿って走行させることができ、前記走行軸１２の外壁には前記走行
軸１２の中に位置している従動プーリ１４が設置され、前記動力チャンバ２１の中には左
右対称の回転軸２３が設置され、前記回転軸２３には主動プーリ２２が設置され、前記主
動プーリ２２と前記従動プーリ１４との間には走行ベルト１５が伝動できるように設置さ
れ、更に前記走行軸１２を連動させて回転させることができ、前記回転軸２３の底端には
前記主動ギヤ２４と噛み合っている従動ギヤ２５が設置され、更に前記回転軸２３を連動
させて回転させることができ、右側の前記従動ギヤ２５と前記主動ギヤ２４との間には伝
送ギヤ３３が伝動できるように設置され、前記伝送ギヤ３３が前記伝動軸１９の外壁に設
置された。
【００２１】
実施例によると、以下は前記締め装置１０３について詳しく説明し、前記締め装置１０３
は前記伝動チャンバ１６の中に設置された動力分配軸１８を含み、前記動力分配軸１８の
外壁には前記伝動ベベルギヤ３５と噛み合っている伝送ベベルギヤ３６が設置され、更に
前記動力分配軸１８を連動させて回転させることができ、前記動力分配軸１８の外壁には
前記伝動チャンバ１６の中に位置している主動ベベルギヤ３７が設置され、前記伝動チャ
ンバ１６の中には主動軸３９が設置され、前記主動軸３９の前端には前記主動ベベルギヤ
３７と噛み合っている従動ベベルギヤ３８が設置され、更に前記主動軸３９を連動させて
回転させることができ、前記主動軸３９の外壁には主動スプロケット４０が設置され、前
記締めチャンバ５０の中には従動軸４２が設置され、前記従動軸４２の外壁には前記伝動
チャンバ１６の中に位置しているトルクスプロケット４１が設置され、前記トルクスプロ
ケット４１と前記主動スプロケット４０との間にはチェーン１７が伝動できるように設置
され、更に前記従動軸４２を連動させて回転させることができ、前記従動軸４２の前端に
は前記転向チャンバ４３の中に位置している片方向ベベルギヤ４６が設置され、前記判定
装置１０５を連動させて回転させることができ、前記締めチャンバ５０の中にはスライド
できる締め軸４８が設置され、前記締め軸４８と前記従動軸４２との間はスプラインによ
り連結され、前記締め軸４８の後端には設備の外部に位置している締めスリーブ５１が設
置され、更にレールのボルトを締める作業を行うことができ、前記締め装置１０３の中に
は前記締め軸４８を制御してスライドさせる電磁機構１０３１が設置され、更に前記締め
装置１０３の作動状態を制御する。
【００２２】
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実施例によると、以下は前記電磁機構１０３１について詳しく説明し、前記電磁機構１０
３１は前記締めチャンバ５０の中に設置された電磁溝５２を含み、前記締め軸４８の外壁
にはスライド板４７が回転できるように設置され、更に前記締め軸４８を連動させて前後
へスライドさせることができ、前記電磁溝５２の中には前記スライド板４７と固定的に連
結された永久磁石４９がスライドできるように設置され、前記電磁溝５２の後壁の中には
前記永久磁石４９を駆動して前後へスライドさせることができる電磁石５３が設置され、
更に前記永久磁石４９により前記スライド板４７を連動させて前後へスライドさせること
ができ、前記電磁石５３と前記永久磁石４９との間には電磁バネ６９が弾性を持つように
設置された。
【００２３】
実施例によると、以下は前記切換機構１０４について詳しく説明し、前記切換機構１０４
は前記測定チャンバ７０の中に設置された延伸軸５８を含み、前記延伸軸５８と前記動力
分配軸１８との間は伝動ベルト５４により動力の伝達を行い、前記動力チャンバ２１の中
にはカム軸３１が設置され、前記カム軸３１と前記延伸軸５８との間は動力ベルト３０に
より動力の伝達を行い、更に前記カム軸３１を連動させて回転させることができ、前記カ
ム軸３１の外壁には前記動力チャンバ２１の中に位置しているカム３２が設置され、前記
スプライン軸２６の外壁には回転できる切換回転ブロック２９が設置され、更に前記スプ
ライン軸２６を連動させて上下へスライドさせることができ、前記切換回転ブロック２９
と前記動力チャンバ２１の頂壁との間には押圧バネ２７が弾性を持つように設置された。
【００２４】
実施例によると、以下は前記判定装置１０５について詳しく説明し、前記判定装置１０５
は前記測定チャンバ７０の中に設置された緩速軸４５を含み、前記緩速軸４５の外壁には
前記転向チャンバ４３の中に位置しており、且つ前記片方向ベベルギヤ４６と噛み合うこ
とができる測定ベベルギヤ４４が設置され、更に前記緩速軸４５を連動させて回転させる
ことができ、前記緩速軸４５のうち前記転向チャンバ４３から離れている一端には前記測
定チャンバ７０の中に位置しているリングギヤ６８が設置され、前記測定チャンバ７０の
中には高速軸６５が設置され、前記高速軸６５のうち前記転向チャンバ４３に近接してい
る一端には太陽ギヤ６６が設置され、前記太陽ギヤ６６と前記リングギヤ６８との間には
遊星ギヤ６７が伝動できるように設置され、更に前記高速軸６５を連動させて高速で回転
させることができ、前記高速軸６５の外壁には揺れロッド６４が回転できるように設置さ
れ、前記揺れロッド６４のうち前記高速軸６５から離れている一端にはカウンタウェイト
ボール６３が設置され、前記高速軸６５の外壁には回転できる回転ブロック６０が設置さ
れ、前記回転ブロック６０の外壁には前記揺れロッド６４とヒンジにより連結されたコン
ロッド６２が回転できるように設置され、更に前記回転ブロック６０を連動させて上下へ
スライドさせることができ、前記延伸軸５８の外壁には前記延伸軸５８の回転を制限でき
るラチェットギヤ５５が設置され、前記回転ブロック６０の外壁には回転できるスライド
ロッド５９が設置され、前記スライドロッド５９と前記測定チャンバ７０のうち前記転向
チャンバ４３から離れている側の壁との間には復帰バネ６１が弾性を持つように設置され
、前記スライドロッド５９の後端には前記ラチェットギヤ５５と接触できるラチェット歯
止め５７が設置され、更に前記ラチェットギヤ５５の回転を制限できる。
【００２５】
以下は付図を交えて本発明のレール安定性測定装置の使用ステップについて詳しく説明す
る：
【００２６】
初期状態において、ラチェット歯止め５７がラチェットギヤ５５との接触から離脱してお
り、電磁石５３がまだ通電していなく、主動ギヤ２４が従動ギヤ２５と噛み合っている。
【００２７】
当該設備を使用する時、原動機２０が作動しはじめ、動力軸２８とスプライン軸２６とに
より主動ギヤ２４を連動させて回転させ、更に従動ギヤ２５と、回転軸２３と、主動プー
リ２２と、従動プーリ１４と、走行軸１２とにより走行輪１１を連動させて回転させ、更
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、伝動ベベルギヤ３５と、伝送ベベルギヤ３６と、動力分配軸１８と、伝動ベルト５４と
、延伸軸５８と、動力ベルト３０と、カム軸３１とによりカム３２を連動させて回転させ
、当該設備が一定の距離進行した後、カム３２は切換回転ブロック２９とスプライン軸２
６とにより主動ギヤ２４を連動させて上方へスライドさせ、更に主動ギヤ２４が伝動ギヤ
３４と噛み合い、同時に、電磁石５３が通電して永久磁石４９とスライド板４７とにより
締め軸４８を連動させて後方へスライドさせ、更に締めスリーブ５１をレールのボルトと
接触させ、同時に、主動ギヤ２４は伝動ギヤ３４と、伝動軸１９と、伝動ベベルギヤ３５
と、伝送ベベルギヤ３６と、動力分配軸１８と、主動ベベルギヤ３７と、従動ベベルギヤ
３８と、主動軸３９と、主動スプロケット４０と、トルクスプロケット４１と、従動軸４
２と、締め軸４８とにより締めスリーブ５１を連動させて回転させ、更にボルトを締める
作業を行い、それと同時に、従動軸４２は片方向ベベルギヤ４６と、測定ベベルギヤ４４
と、緩速軸４５と、リングギヤ６８と、遊星ギヤ６７と、太陽ギヤ６６と、高速軸６５と
により揺れロッド６４を連動させて高速軸６５の軸線を回って回転させ、更に揺れロッド
６４が太陽ギヤ６６に近接している側へ回転し、更にコンロッド６２と、回転ブロック６
０と、スライドロッド５９とによりラチェット歯止め５７を連動させてラチェットギヤ５
５に近接している側へスライドさせ、更にラチェット歯止め５７がラチェットギヤ５５と
接触し、更に延伸軸５８の回転を制限し、当該位置のレールのボルトがいずれも締まる時
、トルクスプロケット４１のトルクが大きすぎ、更に従動軸４２が回転を停止し、更にス
ライドロッド５９が復帰バネ６１の弾性エネルギーの作用によりラチェットギヤ５５から
離れている側へスライドし、更にラチェット歯止め５７がラチェットギヤ５５との接触か
ら離脱し、更に延伸軸５８は動力ベルト３０と、カム軸３１と、カム３２と、切換回転ブ
ロック２９と、スプライン軸２６とにより主動ギヤ２４を連動させて下方へスライドさせ
、更に主動ギヤ２４が従動ギヤ２５と噛み合い、当該設備は次の循環を行う。
【００２８】
本発明の有益効果は：本発明は構成が簡単であり、操作しやすく、メンテナンスが便利で
あり、また当該設備は複数個の位置のレールの固定ボルトを測定でき、また緩んだボルト
を自動的に締めることができ、レールの固定ボルトのトルクに対して設定された標準によ
り測定でき、締める効果が安定しており、また測定効率を上げ、作業員の作業環境を改善
し、レールのメンテナンスのコストを下げ、そのため、当該設備は高い使用価値と普及す
る価値を有する。
【００２９】
以上に述べたのはただ本発明の具体的な実施方式で、しかし本発明の保護範囲はここに限
らないである。全部の創造的な労働を通じなく思いついた変化と取替は本発明の保護範囲
にカバーされる。そのため、本発明の保護範囲は権利要求書が限定される保護範囲を標準
とする。
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【図１】

【図２】

【図３】

【図４】 【図５】



(11) JP 2020-200745 A 2020.12.17

【手続補正書】
【提出日】令和2年2月11日(2020.2.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
正面視で、測定ベースを含み、前記測定ベースの中には動力チャンバが設置され、前記動
力チャンバには当該設備を駆動して走行させることができる走行装置が設置され、更に当
該設備の作業範囲を広げることができ、前記動力チャンバの上下内壁の中には矩形配列の
五つの伝動チャンバが対称的に設置され、前記伝動チャンバが動力を伝える部品を貯蔵す
るために使用され、前記伝動チャンバの後壁の中には締めチャンバが上下対称的に設置さ
れ、前記締めチャンバの中にはレールを固定しているボルトを締めることができる締め装
置が設置され、更に鉄道のレールに対して安定作業を行うことができ、前記伝動チャンバ
の前壁の中には左右対称の転向チャンバが設置され、前記転向チャンバが動力を伝える部
品を貯蔵するために使用され、前記転向チャンバの頂壁の中には測定チャンバが設置され
、前記測定チャンバの中にはレールの固定効果を測定できる判定装置が設置され、更に一
つのボルトが安定効果に達していない時、レール全体の安定性に影響することを避け、前
記動力チャンバの中には当該設備を駆動して持続的に作動させることができる動力システ
ムが設置され、前記動力チャンバの中には動力の伝送を切り換えることができる切換機構
が設置され、更に当該設備の作動状態を切り換えることができ、
前記動力システムは前記動力チャンバの底壁の中に設置された原動機を含み、前記動力チ
ャンバの中に動力軸が設置され、前記動力軸の底端が前記原動機と動力が伝達できるよう
に連結され、前記動力軸の外壁にはスプライン軸がスライドできるように設置され、前記
スプライン軸と前記動力軸との間はスプラインにより連結され、
前記スプライン軸の外壁には主動ギヤが設置され、一番右側の前記伝動チャンバの中には
伝動軸が設置され、前記伝動軸の外壁には前記動力チャンバの中に位置しており、且つ前
記主動ギヤと噛み合うことができる伝動ギヤが設置され、更に前記伝動軸を連動させて回
転させることができ、前記伝動ギヤの上下両端には前記伝動チャンバの中に位置している
伝動ベベルギヤが対称的に設置され、
前記原動機は電動機又は油圧モータであり、前記動力軸を駆動して回転させることができ
、
前記走行装置は前記動力チャンバの中に左右対称的に設置された走行軸を含み、前記走行
軸の上下両端には設備の外部に設置された走行輪が対称的に設置され、更に当該設備を連
動させてレールに沿って走行させることができ、前記走行軸の外壁には前記走行軸の中に
位置している従動プーリが設置され、前記動力チャンバの中には左右対称の回転軸が設置
され、前記回転軸には主動プーリが設置され、前記主動プーリと前記従動プーリとの間に
は走行ベルトが伝動できるように設置され、更に前記走行軸を連動させて回転させること
ができ、前記回転軸の底端には前記主動ギヤと噛み合っている従動ギヤが設置され、更に
前記回転軸を連動させて回転させることができ、右側の前記従動ギヤと前記主動ギヤとの
間には伝送ギヤが伝動できるように設置され、前記伝送ギヤが前記伝動軸の外壁に設置さ
れ、
前記締め装置は前記伝動チャンバの中に設置された動力分配軸を含み、前記動力分配軸の
外壁には前記伝動ベベルギヤと噛み合っている伝送ベベルギヤが設置され、更に前記動力
分配軸を連動させて回転させることができ、前記動力分配軸の外壁には前記伝動チャンバ
の中に位置している主動ベベルギヤが設置され、前記伝動チャンバの中には主動軸が設置
され、前記主動軸の前端には前記主動ベベルギヤと噛み合っている従動ベベルギヤが設置
され、更に前記主動軸を連動させて回転させることができ、前記主動軸の外壁には主動ス



(12) JP 2020-200745 A 2020.12.17

プロケットが設置され、前記締めチャンバの中には従動軸が設置され、前記従動軸の外壁
には前記伝動チャンバの中に位置しているトルクスプロケットが設置され、前記トルクス
プロケットと前記主動スプロケットとの間にはチェーンが伝動できるように設置され、更
に前記従動軸を連動させて回転させることができ、前記従動軸の前端には前記転向チャン
バの中に位置している片方向ベベルギヤが設置され、前記判定装置を連動させて回転させ
ることができ、前記締めチャンバの中にはスライドできる締め軸が設置され、前記締め軸
と前記従動軸との間はスプラインにより連結され、前記締め軸の後端には設備の外部に位
置している締めスリーブが設置され、更にレールのボルトを締める作業を行うことができ
、前記締め装置の中には前記締め軸を制御してスライドさせる電磁機構が設置され、
前記電磁機構は前記締めチャンバの中に設置された電磁溝を含み、前記締め軸の外壁には
スライド板が回転できるように設置され、更に前記締め軸を連動させて前後へスライドさ
せることができ、前記電磁溝の中には前記スライド板と固定的に連結された永久磁石がス
ライドできるように設置され、前記電磁溝の後壁の中には前記永久磁石を駆動して前後へ
スライドさせることができる電磁石が設置され、更に前記永久磁石により前記スライド板
を連動させて前後へスライドさせることができ、前記電磁石と前記永久磁石との間には電
磁バネが弾性を持つように設置され、
前記切換機構は前記測定チャンバの中に設置された延伸軸を含み、前記延伸軸と前記動力
分配軸との間は伝動ベルトにより動力の伝達を行い、前記動力チャンバの中にはカム軸が
設置され、前記カム軸と前記延伸軸との間は動力ベルトにより動力の伝達を行い、更に前
記カム軸を連動させて回転させることができ、前記カム軸の外壁には前記動力チャンバの
中に位置しているカムが設置され、前記スプライン軸の外壁には回転できる切換回転ブロ
ックが設置され、更に前記スプライン軸を連動させて上下へスライドさせることができ、
前記切換回転ブロックと前記動力チャンバの頂壁との間には押圧バネが弾性を持つように
設置され、
前記判定装置は前記測定チャンバの中に設置された緩速軸を含み、前記緩速軸の外壁には
前記転向チャンバの中に位置しており、且つ前記片方向ベベルギヤと噛み合うことができ
る測定ベベルギヤが設置され、更に前記緩速軸を連動させて回転させることができ、前記
緩速軸のうち前記転向チャンバから離れている一端には前記測定チャンバの中に位置して
いるリングギヤが設置され、前記測定チャンバの中には高速軸が設置され、前記高速軸の
うち前記転向チャンバに近接している一端には太陽ギヤが設置され、前記太陽ギヤと前記
リングギヤとの間には遊星ギヤが伝動できるように設置され、更に前記高速軸を連動させ
て高速で回転させることができ、前記高速軸の外壁には揺れロッドが回転できるように設
置され、前記揺れロッドのうち前記高速軸から離れている一端にはカウンタウェイトボー
ルが設置され、前記高速軸の外壁には回転できる回転ブロックが設置され、前記回転ブロ
ックの外壁には前記揺れロッドとヒンジにより連結されたコンロッドが回転できるように
設置され、更に前記回転ブロックを連動させて上下へスライドさせることができ、前記延
伸軸の外壁には前記延伸軸の回転を制限できるラチェットギヤが設置され、前記回転ブロ
ックの外壁には回転できるスライドロッドが設置され、前記スライドロッドと前記測定チ
ャンバのうち前記転向チャンバから離れている側の壁との間には復帰バネが弾性を持つよ
うに設置され、前記スライドロッドの後端には前記ラチェットギヤと接触できるラチェッ
ト歯止めが設置されたことを特徴とするレール安定性測定装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は鉄道建設分野を取り上げて、具体的にはレール安定性測定装置である。
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【背景技術】
【０００２】
　社会の発展につれて、各都市の経済関係が緊密になってきて、鉄道システムは都市の人
の交流と経済の交流の主な手段の一つであり、そのため、鉄道の建設が絶えず発展してい
き、レールは鉄道の重要な構成部分の一つであり、またレールの装着の安定性が列車の運
転安全と速度に直接影響し、長時間使用された後、レールの安定性はレールの固定ボルト
が緩むことにより下がる可能性があり、そのため、鉄道のボルトを定期的に検査する必要
があり、しかし、現在のほとんどのレールの安定性の測定方式は作業員で測定することを
採用し、労働強度が大きくて作業環境が悪く、測定がかかる時間が長く、測定効率が低く
、そのため、本発明はレール安定性測定装置を設計することを目的とする。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】中国特許出願公開第１０４１７６０８７号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　技術問題：
　従来の鉄道の安定性の測定方式は人で測定する作業方式を採用し、測定がかかる時間が
長く、測定効率が低く、また労働強度が大きく、作業環境が悪く、測定効果が安定してい
なく、鉄道の固定ボルトの固定トルクに明確な標準がない。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記の問題を解決するために、本発明はレール安定性測定装置を設計し、本発明のレー
ル安定性測定装置は、測定ベースを含み、前記測定ベースの中には動力チャンバが設置さ
れ、前記動力チャンバには当該設備を駆動して走行させることができる走行装置が設置さ
れ、更に当該設備の作業範囲を広げることができ、前記動力チャンバの上下内壁の中には
矩形配列の五つの伝動チャンバが対称的に設置され、前記伝動チャンバが動力を伝える部
品を貯蔵するために使用され、前記伝動チャンバの後壁の中には締めチャンバが上下対称
的に設置され、前記締めチャンバの中にはレールを固定しているボルトを締めることがで
きる締め装置が設置され、更に鉄道のレールに対して安定作業を行うことができ、前記伝
動チャンバの前壁の中には左右対称の転向チャンバが設置され、前記転向チャンバが動力
を伝える部品を貯蔵するために使用され、前記転向チャンバの頂壁の中には測定チャンバ
が設置され、前記測定チャンバの中にはレールの固定効果を測定できる判定装置が設置さ
れ、更に一つのボルトが安定効果に達していない時、レール全体の安定性に影響すること
を避け、前記動力チャンバの中には当該設備を駆動して持続的に作動させることができる
動力システムが設置され、前記動力チャンバの中には動力の伝送を切り換えることができ
る切換機構が設置され、更に当該設備の作動状態を切り換えることができる。
【０００６】
　好ましくは、前記動力システムは前記動力チャンバの底壁の中に設置された原動機を含
み、前記動力チャンバの中に動力軸が設置され、前記動力軸の底端が前記原動機と動力が
伝達できるように連結され、前記動力軸の外壁にはスプライン軸がスライドできるように
設置され、前記スプライン軸と前記動力軸との間はスプラインにより連結され、前記スプ
ライン軸の外壁には主動ギヤが設置され、一番右側の前記伝動チャンバの中には伝動軸が
設置され、前記伝動軸の外壁には前記動力チャンバの中に位置しており、且つ前記主動ギ
ヤと噛み合うことができる伝動ギヤが設置され、更に前記伝動軸を連動させて回転させる
ことができ、前記伝動ギヤの上下両端には前記伝動チャンバの中に位置している伝動ベベ
ルギヤが対称的に設置され、更に前記動力システムが生じた動力を前記締め装置の中に伝
送できる。
【０００７】
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　好ましくは、前記原動機は電動機又は油圧モータであり、前記動力軸を駆動して回転さ
せることができる。
【０００８】
　好ましくは、前記走行装置は前記動力チャンバの中に左右対称的に設置された走行軸を
含み、前記走行軸の上下両端には設備の外部に設置された走行輪が対称的に設置され、更
に当該設備を連動させてレールに沿って走行させることができ、前記走行軸の外壁には前
記走行軸の中に位置している従動プーリが設置され、前記動力チャンバの中には左右対称
の回転軸が設置され、前記回転軸には主動プーリが設置され、前記主動プーリと前記従動
プーリとの間には走行ベルトが伝動できるように設置され、更に前記走行軸を連動させて
回転させることができ、前記回転軸の底端には前記主動ギヤと噛み合っている従動ギヤが
設置され、更に前記回転軸を連動させて回転させることができ、右側の前記従動ギヤと前
記主動ギヤとの間には伝送ギヤが伝動できるように設置され、前記伝送ギヤが前記伝動軸
の外壁に設置された。
【０００９】
　好ましくは、前記締め装置は前記伝動チャンバの中に設置された動力分配軸を含み、前
記動力分配軸の外壁には前記伝動ベベルギヤと噛み合っている伝送ベベルギヤが設置され
、更に前記動力分配軸を連動させて回転させることができ、前記動力分配軸の外壁には前
記伝動チャンバの中に位置している主動ベベルギヤが設置され、前記伝動チャンバの中に
は主動軸が設置され、前記主動軸の前端には前記主動ベベルギヤと噛み合っている従動ベ
ベルギヤが設置され、更に前記主動軸を連動させて回転させることができ、前記主動軸の
外壁には主動スプロケットが設置され、前記締めチャンバの中には従動軸が設置され、前
記従動軸の外壁には前記伝動チャンバの中に位置しているトルクスプロケットが設置され
、前記トルクスプロケットと前記主動スプロケットとの間にはチェーンが伝動できるよう
に設置され、更に前記従動軸を連動させて回転させることができ、前記従動軸の前端には
前記転向チャンバの中に位置している片方向ベベルギヤが設置され、前記判定装置を連動
させて回転させることができ、前記締めチャンバの中にはスライドできる締め軸が設置さ
れ、前記締め軸と前記従動軸との間はスプラインにより連結され、前記締め軸の後端には
設備の外部に位置している締めスリーブが設置され、更にレールのボルトを締める作業を
行うことができ、前記締め装置の中には前記締め軸を制御してスライドさせる電磁機構が
設置され、更に前記締め装置の作動状態を制御する。
【００１０】
　好ましくは、前記電磁機構は前記締めチャンバの中に設置された電磁溝を含み、前記締
め軸の外壁にはスライド板が回転できるように設置され、更に前記締め軸を連動させて前
後へスライドさせることができ、前記電磁溝の中には前記スライド板と固定的に連結され
た永久磁石がスライドできるように設置され、前記電磁溝の後壁の中には前記永久磁石を
駆動して前後へスライドさせることができる電磁石が設置され、更に前記永久磁石により
前記スライド板を連動させて前後へスライドさせることができ、前記電磁石と前記永久磁
石との間には電磁バネが弾性を持つように設置された。
【００１１】
　好ましくは、前記切換機構は前記測定チャンバの中に設置された延伸軸を含み、前記延
伸軸と前記動力分配軸との間は伝動ベルトにより動力の伝達を行い、前記動力チャンバの
中にはカム軸が設置され、前記カム軸と前記延伸軸との間は動力ベルトにより動力の伝達
を行い、更に前記カム軸を連動させて回転させることができ、前記カム軸の外壁には前記
動力チャンバの中に位置しているカムが設置され、前記スプライン軸の外壁には回転でき
る切換回転ブロックが設置され、更に前記スプライン軸を連動させて上下へスライドさせ
ることができ、前記切換回転ブロックと前記動力チャンバの頂壁との間には押圧バネが弾
性を持つように設置された。
【００１２】
　好ましくは、前記判定装置は前記測定チャンバの中に設置された緩速軸を含み、前記緩
速軸の外壁には前記転向チャンバの中に位置しており、且つ前記片方向ベベルギヤと噛み
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合うことができる測定ベベルギヤが設置され、更に前記緩速軸を連動させて回転させるこ
とができ、前記緩速軸のうち前記転向チャンバから離れている一端には前記測定チャンバ
の中に位置しているリングギヤが設置され、前記測定チャンバの中には高速軸が設置され
、前記高速軸のうち前記転向チャンバに近接している一端には太陽ギヤが設置され、前記
太陽ギヤと前記リングギヤとの間には遊星ギヤが伝動できるように設置され、更に前記高
速軸を連動させて高速で回転させることができ、前記高速軸の外壁には揺れロッドが回転
できるように設置され、前記揺れロッドのうち前記高速軸から離れている一端にはカウン
タウェイトボールが設置され、前記高速軸の外壁には回転できる回転ブロックが設置され
、前記回転ブロックの外壁には前記揺れロッドとヒンジにより連結されたコンロッドが回
転できるように設置され、更に前記回転ブロックを連動させて上下へスライドさせること
ができ、前記延伸軸の外壁には前記延伸軸の回転を制限できるラチェットギヤが設置され
、前記回転ブロックの外壁には回転できるスライドロッドが設置され、前記スライドロッ
ドと前記測定チャンバのうち前記転向チャンバから離れている側の壁との間には復帰バネ
が弾性を持つように設置され、前記スライドロッドの後端には前記ラチェットギヤと接触
できるラチェット歯止めが設置され、更に前記ラチェットギヤの回転を制限できる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の有益効果は：本発明は構成が簡単であり、操作しやすく、メンテナンスが便利
であり、また当該設備は複数個の位置のレールの固定ボルトを測定でき、また緩んだボル
トを自動的に締めることができ、レールの固定ボルトのトルクに対して設定された標準に
より測定でき、締める効果が安定しており、また測定効率を上げ、作業員の作業環境を改
善し、レールのメンテナンスのコストを下げ、そのため、当該設備は高い使用価値と普及
する価値を有する。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
　下記に図１～５をあわせて本発明について詳しく説明し、便利に説明するために、下記
の方向を以下のように規定する：図１は本発明装置の正面図であり、以下に述べる上下左
右前後の方向と図１の自身投影関係の上下左右前後の方向とが一致である。
【００１５】
【図１】図１は本発明のレール安定性測定装置の全体構成模式図
【図２】図２は図１の中のＡの構成模式図
【図３】図３は図１の中のＢの構成模式図
【図４】図４は図１の中のＣ―Ｃの構成模式図
【図５】図５は図１の中のＤ―Ｄの構成模式図
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本発明はレール安定性測定装置に関し、主に新しく建てられた鉄道のレール安定性測定
に応用され、以下は本発明の付図を交えて本発明について更に説明する。
【００１７】
　図１～５を参照し、本発明の実施例のレール安定性測定装置は、測定ベース１３を含み
、前記測定ベース１３の中には動力チャンバ２１が設置され、前記動力チャンバ２１には
当該設備を駆動して走行させることができる走行装置１０２が設置され、更に当該設備の
作業範囲を広げることができ、前記動力チャンバ２１の上下内壁の中には矩形配列の五つ
の伝動チャンバ１６が対称的に設置され、前記伝動チャンバ１６が動力を伝える部品を貯
蔵するために使用され、前記伝動チャンバ１６の後壁の中には締めチャンバ５０が上下対
称的に設置され、前記締めチャンバ５０の中にはレールを固定しているボルトを締めるこ
とができる締め装置１０３が設置され、更に鉄道のレールに対して安定作業を行うことが
でき、前記伝動チャンバ１６の前壁の中には左右対称の転向チャンバ４３が設置され、前
記転向チャンバ４３が動力を伝える部品を貯蔵するために使用され、前記転向チャンバ４
３の頂壁の中には測定チャンバ７０が設置され、前記測定チャンバ７０の中にはレールの
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固定効果を測定できる判定装置１０５が設置され、更に一つのボルトが安定効果に達して
いない時、レール全体の安定性に影響することを避け、前記動力チャンバ２１の中には当
該設備を駆動して持続的に作動させることができる動力システム１０１が設置され、前記
動力チャンバ２１の中には動力の伝送を切り換えることができる切換機構１０４が設置さ
れ、更に当該設備の作動状態を切り換えることができる。
【００１８】
　実施例によると、以下は前記動力システム１０１について詳しく説明し、前記動力シス
テム１０１は前記動力チャンバ２１の底壁の中に設置された原動機２０を含み、前記動力
チャンバ２１の中に動力軸２８が設置され、前記動力軸２８の底端が前記原動機２０と動
力が伝達できるように連結され、前記動力軸２８の外壁にはスプライン軸２６がスライド
できるように設置され、前記スプライン軸２６と前記動力軸２８との間はスプラインによ
り連結され、前記スプライン軸２６の外壁には主動ギヤ２４が設置され、一番右側の前記
伝動チャンバ１６の中には伝動軸１９が設置され、前記伝動軸１９の外壁には前記動力チ
ャンバ２１の中に位置しており、且つ前記主動ギヤ２４と噛み合うことができる伝動ギヤ
３４が設置され、更に前記伝動軸１９を連動させて回転させることができ、前記伝動ギヤ
３４の上下両端には前記伝動チャンバ１６の中に位置している伝動ベベルギヤ３５が対称
的に設置され、更に前記動力システム１０１が生じた動力を前記締め装置１０３の中に伝
送できる。
【００１９】
　有益的には、前記原動機２０は電動機又は油圧モータであり、前記動力軸２８を駆動し
て回転させることができる。
【００２０】
　実施例によると、以下は前記走行装置１０２について詳しく説明し、前記走行装置１０
２は前記動力チャンバ２１の中に左右対称的に設置された走行軸１２を含み、前記走行軸
１２の上下両端には設備の外部に設置された走行輪１１が対称的に設置され、更に当該設
備を連動させてレールに沿って走行させることができ、前記走行軸１２の外壁には前記走
行軸１２の中に位置している従動プーリ１４が設置され、前記動力チャンバ２１の中には
左右対称の回転軸２３が設置され、前記回転軸２３には主動プーリ２２が設置され、前記
主動プーリ２２と前記従動プーリ１４との間には走行ベルト１５が伝動できるように設置
され、更に前記走行軸１２を連動させて回転させることができ、前記回転軸２３の底端に
は前記主動ギヤ２４と噛み合っている従動ギヤ２５が設置され、更に前記回転軸２３を連
動させて回転させることができ、右側の前記従動ギヤ２５と前記主動ギヤ２４との間には
伝送ギヤ３３が伝動できるように設置され、前記伝送ギヤ３３が前記伝動軸１９の外壁に
設置された。
【００２１】
　実施例によると、以下は前記締め装置１０３について詳しく説明し、前記締め装置１０
３は前記伝動チャンバ１６の中に設置された動力分配軸１８を含み、前記動力分配軸１８
の外壁には前記伝動ベベルギヤ３５と噛み合っている伝送ベベルギヤ３６が設置され、更
に前記動力分配軸１８を連動させて回転させることができ、前記動力分配軸１８の外壁に
は前記伝動チャンバ１６の中に位置している主動ベベルギヤ３７が設置され、前記伝動チ
ャンバ１６の中には主動軸３９が設置され、前記主動軸３９の前端には前記主動ベベルギ
ヤ３７と噛み合っている従動ベベルギヤ３８が設置され、更に前記主動軸３９を連動させ
て回転させることができ、前記主動軸３９の外壁には主動スプロケット４０が設置され、
前記締めチャンバ５０の中には従動軸４２が設置され、前記従動軸４２の外壁には前記伝
動チャンバ１６の中に位置しているトルクスプロケット４１が設置され、前記トルクスプ
ロケット４１と前記主動スプロケット４０との間にはチェーン１７が伝動できるように設
置され、更に前記従動軸４２を連動させて回転させることができ、前記従動軸４２の前端
には前記転向チャンバ４３の中に位置している片方向ベベルギヤ４６が設置され、前記判
定装置１０５を連動させて回転させることができ、前記締めチャンバ５０の中にはスライ
ドできる締め軸４８が設置され、前記締め軸４８と前記従動軸４２との間はスプラインに
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より連結され、前記締め軸４８の後端には設備の外部に位置している締めスリーブ５１が
設置され、更にレールのボルトを締める作業を行うことができ、前記締め装置１０３の中
には前記締め軸４８を制御してスライドさせる電磁機構１０３１が設置され、更に前記締
め装置１０３の作動状態を制御する。
【００２２】
　実施例によると、以下は前記電磁機構１０３１について詳しく説明し、前記電磁機構１
０３１は前記締めチャンバ５０の中に設置された電磁溝５２を含み、前記締め軸４８の外
壁にはスライド板４７が回転できるように設置され、更に前記締め軸４８を連動させて前
後へスライドさせることができ、前記電磁溝５２の中には前記スライド板４７と固定的に
連結された永久磁石４９がスライドできるように設置され、前記電磁溝５２の後壁の中に
は前記永久磁石４９を駆動して前後へスライドさせることができる電磁石５３が設置され
、更に前記永久磁石４９により前記スライド板４７を連動させて前後へスライドさせるこ
とができ、前記電磁石５３と前記永久磁石４９との間には電磁バネ６９が弾性を持つよう
に設置された。
【００２３】
　実施例によると、以下は前記切換機構１０４について詳しく説明し、前記切換機構１０
４は前記測定チャンバ７０の中に設置された延伸軸５８を含み、前記延伸軸５８と前記動
力分配軸１８との間は伝動ベルト５４により動力の伝達を行い、前記動力チャンバ２１の
中にはカム軸３１が設置され、前記カム軸３１と前記延伸軸５８との間は動力ベルト３０
により動力の伝達を行い、更に前記カム軸３１を連動させて回転させることができ、前記
カム軸３１の外壁には前記動力チャンバ２１の中に位置しているカム３２が設置され、前
記スプライン軸２６の外壁には回転できる切換回転ブロック２９が設置され、更に前記ス
プライン軸２６を連動させて上下へスライドさせることができ、前記切換回転ブロック２
９と前記動力チャンバ２１の頂壁との間には押圧バネ２７が弾性を持つように設置された
。
【００２４】
　実施例によると、以下は前記判定装置１０５について詳しく説明し、前記判定装置１０
５は前記測定チャンバ７０の中に設置された緩速軸４５を含み、前記緩速軸４５の外壁に
は前記転向チャンバ４３の中に位置しており、且つ前記片方向ベベルギヤ４６と噛み合う
ことができる測定ベベルギヤ４４が設置され、更に前記緩速軸４５を連動させて回転させ
ることができ、前記緩速軸４５のうち前記転向チャンバ４３から離れている一端には前記
測定チャンバ７０の中に位置しているリングギヤ６８が設置され、前記測定チャンバ７０
の中には高速軸６５が設置され、前記高速軸６５のうち前記転向チャンバ４３に近接して
いる一端には太陽ギヤ６６が設置され、前記太陽ギヤ６６と前記リングギヤ６８との間に
は遊星ギヤ６７が伝動できるように設置され、更に前記高速軸６５を連動させて高速で回
転させることができ、前記高速軸６５の外壁には揺れロッド６４が回転できるように設置
され、前記揺れロッド６４のうち前記高速軸６５から離れている一端にはカウンタウェイ
トボール６３が設置され、前記高速軸６５の外壁には回転できる回転ブロック６０が設置
され、前記回転ブロック６０の外壁には前記揺れロッド６４とヒンジにより連結されたコ
ンロッド６２が回転できるように設置され、更に前記回転ブロック６０を連動させて上下
へスライドさせることができ、前記延伸軸５８の外壁には前記延伸軸５８の回転を制限で
きるラチェットギヤ５５が設置され、前記回転ブロック６０の外壁には回転できるスライ
ドロッド５９が設置され、前記スライドロッド５９と前記測定チャンバ７０のうち前記転
向チャンバ４３から離れている側の壁との間には復帰バネ６１が弾性を持つように設置さ
れ、前記スライドロッド５９の後端には前記ラチェットギヤ５５と接触できるラチェット
歯止め５７が設置され、更に前記ラチェットギヤ５５の回転を制限できる。
【００２５】
　以下は付図を交えて本発明のレール安定性測定装置の使用ステップについて詳しく説明
する：
【００２６】
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　初期状態において、ラチェット歯止め５７がラチェットギヤ５５との接触から離脱して
おり、電磁石５３がまだ通電していなく、主動ギヤ２４が従動ギヤ２５と噛み合っている
。
【００２７】
　当該設備を使用する時、原動機２０が作動しはじめ、動力軸２８とスプライン軸２６と
により主動ギヤ２４を連動させて回転させ、更に従動ギヤ２５と、回転軸２３と、主動プ
ーリ２２と、従動プーリ１４と、走行軸１２とにより走行輪１１を連動させて回転させ、
更に当該設備を連動させて進行させ、同時に主動ギヤ２４は伝送ギヤ３３と、伝動軸１９
と、伝動ベベルギヤ３５と、伝送ベベルギヤ３６と、動力分配軸１８と、伝動ベルト５４
と、延伸軸５８と、動力ベルト３０と、カム軸３１とによりカム３２を連動させて回転さ
せ、当該設備が一定の距離進行した後、カム３２は切換回転ブロック２９とスプライン軸
２６とにより主動ギヤ２４を連動させて上方へスライドさせ、更に主動ギヤ２４が伝動ギ
ヤ３４と噛み合い、同時に、電磁石５３が通電して永久磁石４９とスライド板４７とによ
り締め軸４８を連動させて後方へスライドさせ、更に締めスリーブ５１をレールのボルト
と接触させ、同時に、主動ギヤ２４は伝動ギヤ３４と、伝動軸１９と、伝動ベベルギヤ３
５と、伝送ベベルギヤ３６と、動力分配軸１８と、主動ベベルギヤ３７と、従動ベベルギ
ヤ３８と、主動軸３９と、主動スプロケット４０と、トルクスプロケット４１と、従動軸
４２と、締め軸４８とにより締めスリーブ５１を連動させて回転させ、更にボルトを締め
る作業を行い、それと同時に、従動軸４２は片方向ベベルギヤ４６と、測定ベベルギヤ４
４と、緩速軸４５と、リングギヤ６８と、遊星ギヤ６７と、太陽ギヤ６６と、高速軸６５
とにより揺れロッド６４を連動させて高速軸６５の軸線を回って回転させ、更に揺れロッ
ド６４が太陽ギヤ６６に近接している側へ回転し、更にコンロッド６２と、回転ブロック
６０と、スライドロッド５９とによりラチェット歯止め５７を連動させてラチェットギヤ
５５に近接している側へスライドさせ、更にラチェット歯止め５７がラチェットギヤ５５
と接触し、更に延伸軸５８の回転を制限し、当該位置のレールのボルトがいずれも締まる
時、トルクスプロケット４１のトルクが大きすぎ、更に従動軸４２が回転を停止し、更に
スライドロッド５９が復帰バネ６１の弾性エネルギーの作用によりラチェットギヤ５５か
ら離れている側へスライドし、更にラチェット歯止め５７がラチェットギヤ５５との接触
から離脱し、更に延伸軸５８は動力ベルト３０と、カム軸３１と、カム３２と、切換回転
ブロック２９と、スプライン軸２６とにより主動ギヤ２４を連動させて下方へスライドさ
せ、更に主動ギヤ２４が従動ギヤ２５と噛み合い、当該設備は次の循環を行う。
【００２８】
　本発明の有益効果は：本発明は構成が簡単であり、操作しやすく、メンテナンスが便利
であり、また当該設備は複数個の位置のレールの固定ボルトを測定でき、また緩んだボル
トを自動的に締めることができ、レールの固定ボルトのトルクに対して設定された標準に
より測定でき、締める効果が安定しており、また測定効率を上げ、作業員の作業環境を改
善し、レールのメンテナンスのコストを下げ、そのため、当該設備は高い使用価値と普及
する価値を有する。
【００２９】
　以上に述べたのはただ本発明の具体的な実施方式で、しかし本発明の保護範囲はここに
限らないである。全部の創造的な労働を通じなく思いついた変化と取替は本発明の保護範
囲にカバーされる。そのため、本発明の保護範囲は権利要求書が限定される保護範囲を標
準とする。
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